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１．「東北・新潟の活性化応援プログラム」の概要 

 ■東北と新潟の各地域では、人口減少や少子高齢化が全国に先駆けて進行し、地域産業の低迷や地域 

  コミュニティの衰退といった課題が顕在化 

 ■「東北・新潟の活性化応援プログラム」は、地域が抱えている課題の解決に向けて取り組んでいる 

  団体の皆さまを、活動資金の面からサポート 

 ■地域に根付く魅力ある観光資源の商品化 
 ■商店街活性化に向けた交流事業の展開 
 ■地域資源を活かした地域ツーリズム・観光イベントの開催 など 

地域の課題解決に取り組む団体 

地域の課題解決に取り組む上での課題 

ノウハウの獲得 

まちづくり元気塾® 

（これまで約３０団体にまちづくりの専門家を派遣） 

専門家の派遣など 

人材の育成 活動資金の確保 

東北・新潟の活性化応援プログラム 

助成金によるサポート 
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２．支援先決定までの流れ 

 当社は、審査会で「特別助成金」の対象に選定された１団体に１００万円を、 

その他の６団体には「助成金」３０万円を、それぞれ支援 

 ■本日（２月２３日）から、平成２９年の支援希望団体の募集を開始（募集期限：５月１０日まで） 

 【応募要件】 

  ・「地域産業の振興」「地域コミュニティの再生・活性化」「交流人口の拡大」など、地域の課題 
   解決のための自主的な活動であること 

  ・東北６県と新潟県を活動の拠点として、これまで２年以上活動していること 

 【審査基準】 

  「これまでの活動実績」、「地域活性化等への貢献期待度」、「活動の継続性や発展性」など 

 ■社外専門家等による審査会が、本年１０月頃までに支援先（東北６県と新潟県の団体から各１団体、 

  計７団体）を選定。最も地域の成長・発展等への期待ができる１団体を「特別助成金」の対象に選定 

募集期間 
（2/23～5/10） 

１次審査 
（5月～7月） 

支援団体決定・ 
 贈呈式（10月頃） 

 
 

２次審査会 
（8月～9月） 

最終審査会 
（9月頃） 

【参考】支援団体決定までのスケジュール 

【審査箇所】 

【審査内容】 【審査内容】 【審査内容】 

 書類審査など  各県ごとに、面談やプレゼン  
 による審査を実施 

応募書類や２次審査会の結果を 
踏まえて審査 

【審査員】 【審査員】 

 東北活性化研究センター  東北活性化研究センター、 
 社外審査員、東北電力 

 社外審査員 

「特別助成金」の対象団体を選定 

・支援先団体にお知らせ 

・仙台市で贈呈式を予定 
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東北・新潟の成長・発展へ 

３．地域づくり支援制度を通じて、東北と新潟の成長・発展へ 

交流人口の拡大 

地域コミュニティ
の活性化 

地域産業の振興 

地域づくり支援制度の 
更なる充実へ 

※３カ年を目途に実施し、制度の有効性を評価・検証 
 した上で、制度のあり方等について検討する予定 

 【活動のイメージ】 

地域のニーズや課題を 
より的確に把握 

活
動
事
例
等
の
情
報
発
信 

地域の課題解決に取り組む団体（支援団体） 

・活動資金の助成 
・活動状況の確認 

成果・決算報告書の提出 

東北・新潟の活性化応援プログラム※ 

まちづくり元気塾® 


